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代表 桐原 光洋
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（元熊本市C IO補佐）

防災とICT/IoT利活用セミナー in 徳島

〈取組事例紹介〉

熊本地震における

情報伝達

宇土市役所（被災時）
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熊本市における

無料Ｗｉ－Ｆｉ環境整備の経緯

平常時の情報基盤



熊本市 無料Wi-Fi環境整備と利活用の経緯

H24年度
以前

H25年度 H26年度 H27年度 H28年度
H29年度
以降

スマートひかり
タウン熊本
プロジェクト
エリア情報
配信アプリ用
NW基盤整備

防災情報
ステーション
整備事業
総務省

H25年度補正

熊本市
単独整備
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実証期間

整備期間

熊本市継続運用 熊本城周辺施設

民間事業者継続運用 商店街・アーケード

防災拠点施設（区役所）:4箇所
避難場所（公共施設）:8箇所

公共施設:3箇所

市役所本庁（14階全フロア）

図書館他：5箇所

拠点避難所

▼



［熊本市コンベンションシティ基本構想 平成24年3月］
［熊本市MICE施設整備基本計画（素案） 平成25年］

平成24年度 ～ 平成25年度 平成26年度 ～

MICE推進地区の「重点」整備

整備萌芽期

整備手法の模索段階

「点」＆「疎」

の環境整備

「
面
」
の
環
境
整
備

「スマートひかりタウン熊本」事業と
のコンベンションへの個別対応

防災ステーション整備事業への対応

「熊本市Wi-Fi回廊」

無料Wi-Fi環境

シンボルゾーンの

集中的な整備

多言語対応サービス

公共施設指定管理の前提

周辺民間施設との協調

同一認証プラットフォーム

平成25年度時点の「スマートひかりタウン熊本」に基づく整備構想
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外国人旅行客に向けた無料Ｗｉ－Ｆｉ環境整備（ＣＪＭ視点）

5

夜の熊本に到着

熊本最初の
食事はどこで
しようか？

明日からの
観光が

楽しみね♪

知る人ぞ知る
観光穴場スポット
もネットで共有！

熊本はとっても
楽しいところ
でしたよ♪

楽しい思い出も
お土産も一杯♪

熊本の観光と
ショッピングの
一押しはこちら♪

公共施設や
観光施設を
結ぶ

WI-FI回廊

我到了熊本♪

明るくてきれいな
アーケード街ね
歩くだけでも
楽しいわ♪

お買い得品や
お土産品は
ないかしら？

楽しかったね
また一緒に行き
ましょうね♪

もう最終日
名残惜しいわ♪
お土産は

何にしましょう？

熊本観光の
定番コースは
やっぱりいいね♪

多言語対応の
無料Wi-Fi案内

今日の
お勧めは？

ネットでは
熊本の評判が
良いみたい♪

今度は、どこへ
行こうかしら？

再来♪♪

熊本来訪の出発前・滞在中・帰国後にわたり

外国人旅行客に有益な情報を持続的に提供

無料Wi - F i環境は旅行客への「おもてなし」



平成25年度補正予算 防災情報ステーション等整備事業

全体概要

公衆無線ＬＡＮ環境を、災害対策本部が設置される防災拠点施設（東・西・南・北区役所）や避難所（熊本城、二の丸、熊本市
総合体育館・青年会館、アクアドームくまもと）に整備するとともに、これらを通じて市民や観光客等に防災情報を配信する機
能を有する情報通信環境を構築する。

要点

・自治体の持つ災害関連情報の提供、緊急事態時の重層的なインターネット接続手段の一環を提供することを可能とし、防災・
減災に資する地域防災計画の一要素とする。

その他の公共施設

区役所

総合体育館・青年会館
アクアドーム

バスセンター

総合体育館・青
年会館の避難所

に屋内型
ＡＰ２台

無線ＬＡＮによる情報配信
○バックボーン回線は、公衆網（光）を活用
○配信内容は、平時は行政･観光情報を、災
害時等は、防災サイトを表示し、災害情報、
被災者支援情報等を提供

熊本城・二の丸公園（広域避難所）に
屋内型ＡＰ２台及び屋外型４台設置

以下の箇所には民間事業者
により設置予定。
交通センター：１箇所（当時）
商店街：６箇所

区役所（東区・西
区・南区・北区）
屋内型ＡＰ各２台

（計８台）

○熊本県と協力して
ＷＩ－Ｆｉ環境を整備
共通のＳＳＩＤ

（kumamoto-free-wifi）
により提供するＡＰを設置
○さらに環境拡大を目指す。

赤枠内が整備事業の対象箇所

国際交流会館及び市民会館
は、市費により整備

市役所及び中央区役所
は、市費により整備

熊本市役所
・民間事業者提供のク
ラウド型システムを
活用し情報配信

アクアドームの避難
所に屋内型ＡＰ１台
屋外に防災ステー
ション１箇所設置

熊本城・二の丸公園 6

8拠点16AP
を整備



その他の公共施設

区役所

総合体育館・青年会館
アクアドーム

バスセンター

総合体育館・青
年会館の避難所

に屋内型
ＡＰ２台

無線ＬＡＮによる情報配信
○バックボーン回線は、公衆網（光）を活用
○配信内容は、平時は行政･観光情報を、災
害時等は、防災サイトを表示し、災害情報、
被災者支援情報等を提供

熊本城・二の丸公園（広域避難所）に
屋内型ＡＰ２台及び屋外型４台設置

区役所（東区・西
区・南区・北区）
屋内型ＡＰ各２台

（計８台）

○熊本県と協力して
ＷＩ－Ｆｉ環境を整備
共通のＳＳＩＤ

（kumamoto-free-wifi）
により提供するＡＰを設置
○さらに環境拡大を目指す。

赤枠内が整備事業の対象箇所

熊本市役所
・民間事業者提供のク
ラウド型システムを
活用し情報配信

アクアドームの避難
所に屋内型ＡＰ１台
屋外に防災ステー
ション１箇所設置

熊本城・二の丸公園

8拠点16AP
を整備

平成25年度補正予算 防災情報ステーション等整備事業
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熊本地震における

無料Ｗｉ－Ｆｉの利用状況

非常時の情報伝達



平成 2 8年熊本地震

本震
4月16日
1時25分

9

気象庁ホームページより
5月31日までの発生分布図

４３３７回
（5月31日まで）

前震
4月14日
21時26分
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本震直後の庁舎状況



熊本市 I C T部門 前震後タイムライン

経過時間 3時間 6時間 12時間 1日 2日 3日 以降

ICT部門
所管業務

復旧活動

災害対策
本部

支援活動

全庁
復旧復興

支援活動
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被害状況
確認

安否確認
参集

通常運用
オンライン

情報NW
稼働確認

避難所運営支援
NW申入

拠点物資管理
システム申入

前震 4/14 21:26 4/15 開庁～閉庁

被災環境下
での応急対応

本震 4/16 1:25

年次運用
バッチ

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
へ

本
震
発
生
後
の

SSID:kumamoto-free-wifi

無料Wi-Fiの解放



熊本市 I C T部門 本震後タイムライン

経過時間 3時間 1日 3日 1週間 1ヶ月 3ヶ月 以降

ICT部門
所管業務

復旧活動

災害対策
本部

支援活動

全庁
復旧復興

支援活動
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被災環境下での
縮退運用

被害状況
確認

安否確認
参集

被災機器の
応急復旧

通常
運用

開発中プロジェクトの
影響確認・復旧

情報NW
稼働確認

予備機器
NW配備

予備機器
配備準備

モバイル機器配備
モバイル
機器調達

予備機器
NW配備

予備機器
NW配備

避難所運営支援
NW運用

避難所運営支援
NWシステム準備

被災者台帳・り災証明
システム運用

被災者台帳
システム準備

拠点物資管理
システム準備

被災者相談
システム準備

本震 4/16 1:25 4/17 4/19 4/23 5/16 7/16

9/155/6

5/17

4/25

4/20

運用環境の
復旧

4/18



4月15日(金) Wi-F iの開放 くまもとフリーWi-F i

⇒ 防災ステーション設置の無料Wi-Fiの災害対応モードへの変更
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SSID:kumamoto-free-wifi



4月15日(金)  Wi-F iの開放 くまもとフリーWi-F i

⇒ くまもとフリーWi-Fiの災害対応モード利用状況
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前震
4月14日
21時26分

本震
4月16日
1時25分

県内 ３３拠点

SSID:kumamoto-free-wifi



4月15日(金)  Wi-F iの開放 くまもとフリーWi-F i

⇒ くまもとフリーWi-Fiの災害対応モード利用状況 詳細情報
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前震
4月14日
21時26分

本震
4月16日
1時25分

県内 ３３拠点 SSID:kumamoto-free-wifi



4月14日(木) 無料Wi-F iの開放 00000JAPAN

⇒ 災害用統一SSID「00000JAPAN」の商用初の無料開放

800AP

1,000AP

3,000AP

県内AP数

参考：無線LANビジネス推進連絡会
「熊本地震における公衆無線LANの無料開放
について（報告書）」2016年9月12日
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SSID:00000JAPAN
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無料Ｗｉ－Ｆｉを活用した

被災者支援の実施

復旧に向けての情報流通



本震発生後に立ち上げたICT支援プロジェクト

平成28年4月 5月

1 6 1 8 2 5 2 9 1 6 2 3 3 0

避難所
運営支援
ネット

くまもと
Ｒねっと

被災者台帳
り災証明書
システム

18

4/19
業者打合せ

4/22
利用者説明

5/6
避難所展開開始

サーバ設定

4/25
ボランティア説明

モバイル設定
展開・研修

4/20
庁内打合せ

4/25
熊本県説明会

4/20
機器借用依頼

5/17
り災証明窓口開設

5/16
利用機能拡張

4/27
初期データ設定

5/3
データ後追い入力

5/13
機器・NW展開

5/14～
職員研修

70避難所
端末約90台

7拠点窓口
端末約200台
初期データ
約15000件
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4月 2 0日（火） 被害状況と物資供給

被害状況マップによる市内各地被害のまとめ

自衛隊による拠点物流支援

⇒ 災害対策本部の被害状況マップと、物資収集・供給拠点の状況

借用ノートPC
+ webメール

SSID:00000JAPAN

続々と拠点に届く支援物資を
アナログで管理

モバイルネットワーク
利用環境基盤の重要性
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4月 1 9日（火）～避難所運営支援ネット整備

くまもとＲねっと
Ｒ： Ｒestoration ＆ Ｒeconstruction

「復旧」 「復興」

クラウドサービスに加えてモバイル端末も借用

地元ＩＣＴ関連ＮＰＯメンバーから構成
されたＩＣＴボランティアの方々による
ネットワーク利用環境整備と初期配備

⇒ 支援企業のクラウドサービスをベースに、避難所運営支援ネットワークを導入



避難所運営支援ネット 運用イメージ

インターネット

マイクロソフト Office365 による
モバイルネットワーク

庁内 ネットワークシステム

メール
Word Excel
PowerPoint

共有フォルダ

Office文書
PDF他

メール
Office文書

PDF他

送
受
信

モバイル端末
標準ブラウザ

コピー
（複製）

参照・更新
送受信

庁内端末

共有フォルダ

避難所・避難場所

掲示板
－－－－
－－－－
－－－－
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SSID:00000JAPAN



くまもとＲねっと端末 初期配備状況

22

～～～
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5月 6日（金）～ くまもとＲねっとの展開

本庁、5区役所：庁内情報系ネットワーク端末

避難所（約70箇所）：モバイル端末

双方間を結ぶ新たなネットワークシステム

避難所担当職員への運営方針連絡

避難所担当職員からの現状課題・ニーズ報告

避難者の方への生活再建支援メニュー提供

⇒ 日々変わっていく避難者の課題やニーズに対して、情報とナレッジを共有

SSID:00000JAPAN

SSID:kumamoto-free-wifi



熊本地震対応から学ぶ１５のポイント
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1. 日々の備え
2. 避難場所、対策本部の設置場所
3. 安否確認
4. 事業を停止する LIP Life safety, Incident stabilization, Property conservation

5. 先手を取る
6. 資源の確保
7. 現地支援のあり方
8. 現地の判断
9. 情報共有・リーダーシップ
10.連携 Modular Organization /  Incident Command System

11.状況認識の統一 COP  Common Operational Picture

12.社員のケア
13.地域支援
14.企業理念とBCP
15.災害の全体像を見極める

命を守る 二次災害の防止 財産の保全

出典：新建新聞社 リスク対策.com 2016年7月号（vol.56）

⇒ リスク対策 . com編集長 /新建新聞社取締役 中澤幸介氏

災害時情報伝達の効用



発災後タイムライン 被災者ニーズの推移

経過時間 3時間 1日 3日 1週間 1ヶ月 3ヶ月 以降

Step 0

Step 1

Step 2

Step 3
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「震災後、何が、いつ、必要になるか」並河進氏（@namikawasusumu）
4月17日ツイート資料を参考に作成

SNSの活用 情報集約サイトの運用

被災地の需要・供給バランスの把握

生命維持と最低限のライフライン整備

生命維持 安全と医療

ライフラインの整備

安否確認

復
旧
ま
で

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

社会性の復興 治安整備と協力体制作り

交通整備

仕事環境の整備

帰属の復興と心のケア 継続的な支援の
働きかけ

心のケア
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平成28年4月 平成28年5月

災害関連ページ アクセス推移 単位：ページアクセス数

1 避難指示・勧告等

2 応急危険度判定

3 応急給水活動

4 避難所

5 り災証明

6 応急仮設住宅

7 被災住宅応急修理

8 災害廃棄物処理

9 被災家屋解体・撤去等

10 被災者相談窓口等

11 各種支援制度

12 ボランティア活動

発災後タイムライン 熊本市公式HPアクセス数の推移
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１
日

２
日

３
日

１
週
間

２
週
間

１
ヶ
月

避難所

応急給水活動

各種支援制度

り災証明

ボランティア避難指示
応急危険度判定

災害廃棄物処理

熊本市復興計画資料編に掲載されている震災対応状況報告の項目を元に、
熊本市公式ホームページ上の震災対応ページを分類し、日別アクセス数の推移を分析



非常時の利害関係者ネットワークと情報流通
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ITサービス部門

住民

平常時 非常時の利害関係者

リエゾン マスコミ
職員 ボランティア応援職員

滞在者
被災住民

サービス窓口
担当部門

災害対策本部
被災者支援
担当部門

平常時のネットワーク

発災

非常時のネットワーク
垂直展開

非常時のネットワーク
水平展開



28

多層ネットワークによる災害時ネットワークの確立

⇒ 自助、共助、公助の活動を支援し、促進するためのネットワーク運用態勢の形成
情報通信研究機構 NICT

DISAANA
D-SUMM
SNS発言分析

O
監視

O
分析

Ｄ
判断

Ａ
行動

状況変化
通知

災害被害
状況把握

対策指示 対策立案


